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＜連絡事項＞

· 坂本　良雄様～食事の飲み込みが悪い事から、本日の昼食より全粥キザミ食となります。

むせ込みは無いか等、食事摂取状況の観察をして下さい。

· 坂　貢様～本人の希望にて、本日の昼食より常食大盛りとなります。

· 嶋守　直人様～本日、療養環境調整の為14:00西病棟Aユニットへ転出の予定です。

＜皮膚科診察＞

· 八森　正様～デキサメサゾン2T　2×朝・夕　本日夕から3日分処方。

　　　　　　　デキサメサゾン1T　1×朝　明日より4日分処方。

· 畑中　成夫様～昨日の一般細菌（褥瘡）について報告しています。

クラビットにて1週間様子を見るようにとの指示あり、又、軟膏処置もアズクロを継続して塗布するようにとの指示あります。引き続き、褥瘡部位の観察と毎日の処置を継続して行い、清潔も保持するようにして下さい。

＜新入院患者様について＞

· 坂本　良雄様（64）統合失調症　医療保護入院　主治医：安ヶ平　担当SW:柳澤

左肩関節脱臼手術及び整復目的の為、H18.1/4八戸赤十字病院へ入院。翌1/5鏡視下にて関節形成術施行。術後経過良好の為、同年1/17八戸赤十字病院を退院。精神科での継続治療が必要な為、同日当院へ入院となっています。

現在、左上肢体幹固定しており、術後6週間は固定が必要との事ですので、左上肢を動かさないようスタッフは見守りを行なっていきましょう。継続の加療が必要との事で、次回1/30日赤病院受診となります。

　入院後、大声での叫び声や放歌が多く、スタッフ介入にも止める事出来ずにいます。食事は自力にてほぼ全量摂取出来ていますが、固定具を外そうとする事が多く、安静は保てずにいます。

バイタルサインに異常は無く、夜間も休む事は出来ています。

　引き続き、患部の観察と安静を保てるよう見守りを行い、大声による他者とのトラブルの可能性も考えられる為、大声が聞かれる場合はその都度介入し、トラブルを防いでいきましょう。

＜隔離室使用患者様について＞

· 畑中　成夫様

現在も発熱は続いており、発熱の原因を検査中です。一般細菌・抗酸菌（褥瘡・尿）培養検査の結果、細菌感染（Staphylococcus　aureus　褥瘡3+　尿2+）となっています。

昨日、三上先生へ検査結果報告し、三上先生よりStaphylococcus　aureusはクラビットで対応出来るとの事で、昨日昼よりクラビット3T　ヨウフェナック3T　3×1が継続で7日分臨時処方となっています。本日、野沢先生へ検査結果報告し、1週間クラビットで様子を見て軟膏処置もアズクロ塗布を継続して行うようにとの指示あります。

　バイタルサイン等全身状態の観察と、食事・水分摂取量の観察を行い、排泄状況についても密に観察して下さい。褥瘡ケアもスタッフ全員で意識しながら引き続き行なっていきましょう。創部の経過も観察し、記録に残していきましょう。解熱すると共に体動も多く見られる為、転倒等による怪我に注意し、精神症状による危険行動も考えられる為、対応時には数名のスタッフで対応していきましょう。

· 吉田　福松様

日中の退室時間を設け、特に問題となる行動も見られない事から昨日、主治医指示にて時間

隔離（16:00～8:00）となっています。昨日はホールで過ごしていましたが、夕方頃より徘徊が目立つようになり、他室への放尿や壁叩き等の迷惑行為も見られています。窓に向かい椅子を振り上げる事があり、スタッフ2名介入し制止しています。16:00入室後も徘徊は続き、壁やドアを叩いて歩いています。入院時から夜間不眠で経過する等、睡眠リズムの乱れがありましたが、本日は早朝覚醒ありますが休む事は出来ています。今後も退室時と入室時の精神症状等の観察と活動性の観察をしていきましょう。不眠等もある為、睡眠状態の観察もしていきましょう。












